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大
山
耕
輔
先
生
は
、
本
年
三
月
末
日
を
も
っ
て
慶
應
義
塾
大
学
法
学
部
を
定
年
に
よ
り
退
職
さ
れ
る
。
先
生
は
、
慶
應
義
塾
大
学

法
学
部
政
治
学
科
を
一
九
八
〇
年
に
ご
卒
業
の
後
、
同
大
学
大
学
院
法
学
研
究
科
の
修
士
課
程
に
進
ま
れ
た
。
八
二
年
に
修
士
課
程

を
修
了
の
後
、
同
研
究
科
博
士
課
程
に
入
学
さ
れ
た
。
八
六
年
か
ら
東
京
大
学
社
会
科
学
研
究
所
の
助
手
と
し
て
勤
務
さ
れ
た
後
、

八
八
年
に
筑
波
大
学
社
会
科
学
系
講
師
に
採
用
さ
れ
、
九
一
年
に
は
同
大
学
助
教
授
に
昇
任
さ
れ
た
。
九
四
年
に
は
「
行
政
指
導
を

め
ぐ
る
政
策
過
程
」
と
題
す
る
博
士
論
文
（
後
に
『
行
政
指
導
の
政
治
経
済
学
―
産
業
政
策
の
形
成
と
実
施
』〔
有
斐
閣
、
一
九
九
六
年
〕

と
し
て
刊
行
）
で
慶
應
義
塾
大
学
か
ら
博
士
（
法
学
）
の
学
位
を
授
与
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
九
六
年
三
月
か
ら
九
七
年
一
月
に
か

け
て
、
先
生
は
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
工
科
大
学
国
際
研
究
セ
ン
タ
ー
に
て
、
訪
問
研
究
員
と
し
て
ご
留
学
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
九
九

年
四
月
に
、
慶
應
義
塾
大
学
法
学
部
に
助
教
授
と
し
て
着
任
さ
れ
、
二
〇
〇
一
年
に
教
授
に
昇
任
さ
れ
た
。
ま
た
、
二
〇
〇
三
年
五

月
か
ら
〇
四
年
三
月
ま
で
、
ロ
ン
ド
ン
・
ス
ク
ー
ル
・
オ
ブ
・
エ
コ
ノ
ミ
ク
ス
政
治
学
部
に
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
ビ
ジ
タ
ー
と
し
て
ご
留

学
さ
れ
た
。
法
学
部
政
治
学
科
に
お
い
て
、
先
生
は
主
に
「
行
政
学
」
の
講
義
を
ご
担
当
さ
れ
、
実
に
二
四
年
の
長
き
に
わ
た
り
、

法
学
部
の
発
展
に
ご
尽
力
く
だ
さ
っ
た
。

　

大
山
先
生
は
、
本
学
名
誉
教
授
で
あ
ら
れ
る
曽
根
泰
教
先
生
の
研
究
会
に
学
ば
れ
た
。
先
生
の
ご
研
究
は
、
行
政
学
、
政
策
研
究
、

公
共
ガ
バ
ナ
ン
ス
と
大
変
幅
広
い
。
門
下
で
あ
ら
れ
る
小
田
勇
樹
先
生
に
よ
れ
ば
、
時
と
し
て
国
家
の
側
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
が
多

い
行
政
学
に
お
い
て
、
大
山
先
生
の
ご
研
究
は
、
市
民
社
会
の
側
か
ら
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
行
政
学
で
あ
る
と
い
う
。
最
初
の
単
著
で
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あ
る
『
行
政
指
導
の
政
治
経
済
学
』
で
は
、
政
治
学
・
行
政
学
の
政
策
過
程
研
究
の
視
角
か
ら
、
日
本
の
政
治
・
行
政
・
経
済
の
シ

ス
テ
ム
に
お
け
る
行
政
指
導
の
研
究
に
取
り
組
ま
れ
た
。
同
書
は
行
政
指
導
と
い
う
現
象
を
政
治
学
・
行
政
学
の
視
点
か
ら
明
ら
か

に
し
た
研
究
と
し
て
高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
。

　

続
く
単
著
で
あ
る
『
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
行
政
学
』（
二
〇
〇
二
年
、
慶
應
義
塾
大
学
出
版
会
）
で
は
、
日
本
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
と
原
子
力
の
政
策
過
程
を
、
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
視
点
か
ら
分
析
さ
れ
た
。
ま
た
、
民
主
主
義
の
視
点
か
ら
公
共
部
門
の
ガ
バ
ナ
ン

ス
を
取
り
上
げ
た
『
公
共
ガ
バ
ナ
ン
ス
』（
二
〇
一
〇
年
、
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
）
を
上
梓
さ
れ
た
ほ
か
、
各
領
域
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
を
分

析
し
た
『
比
較
ガ
バ
ナ
ン
ス
』（
二
〇
一
一
年
、
お
う
ふ
う
）
で
も
編
者
を
お
務
め
に
な
ら
れ
る
な
ど
、
公
共
ガ
バ
ナ
ン
ス
研
究
の
第

一
人
者
と
し
て
、
多
く
の
研
究
成
果
を
発
表
さ
れ
て
い
る
。
近
年
は
、
環
境
学
や
生
態
学
の
研
究
者
と
の
大
規
模
な
共
同
研
究
に
も

参
加
さ
れ
、
自
然
環
境
政
策
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
に
関
す
る
研
究
成
果
を
精
力
的
に
発
表
さ
れ
て
お
り
、
行
政
学
の
領
域
に
留
ま
ら
ず
学

際
的
に
ご
活
躍
さ
れ
て
い
る
。

　

数
多
く
の
研
究
業
績
を
発
表
さ
れ
て
き
た
大
山
先
生
は
、
学
会
や
さ
ま
ざ
ま
な
社
会
活
動
に
お
い
て
も
要
職
を
務
め
ら
れ
た
。
日

本
行
政
学
会
で
は
理
事
長
（
二
〇
一
六
～
一
八
年
）、
日
本
公
共
政
策
学
会
で
は
副
会
長
（
二
〇
一
八
～
二
〇
年
）
と
し
て
、
各
学
会
の

発
展
に
ご
尽
力
さ
れ
た
。
ま
た
、
日
本
学
術
会
議
の
連
携
会
員
お
よ
び
会
員
（
二
〇
一
四
～
二
三
年
）
と
し
て
も
、
日
本
の
学
術
の

発
展
に
貢
献
さ
れ
て
い
る
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
大
山
先
生
は
数
多
く
の
研
究
・
社
会
活
動
の
足
跡
を
残
さ
れ
た
が
、
学
内
行
政
の
面
で
も
、
学
生
総
合
セ
ン

タ
ー
三
田
支
部
委
員
（
二
〇
〇
〇
～
〇
一
年
）、
法
学
部
学
習
指
導
主
任
（
二
〇
〇
九
～
一
一
年
）、
法
学
研
究
科
学
習
指
導
委
員
（
二

〇
一
四
～
一
五
年
）、
法
学
部
人
事
委
員
長
（
二
〇
一
五
～
二
一
年
）
な
ど
多
く
の
要
職
を
務
め
ら
れ
、
法
学
部
と
義
塾
の
発
展
に
大

い
に
貢
献
さ
れ
た
。

　

ま
た
、
先
生
は
Ｃ
Ｏ
Ｅ
お
よ
び
Ｇ
Ｃ
Ｏ
Ｅ
、
さ
ら
に
は
ス
ー
パ
ー
グ
ロ
ー
バ
ル
の
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
も
積
極
的
に
推
進
さ
れ
、
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リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
関
し
て
は
、
私
も
何
度
か
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
研
究
と
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
運
営
の
両
面
で
先
生
か
ら
本
当
に
多
く
の
こ
と
を
学
ば
せ
て
い
た
だ
い
た
。
そ
し
て
私
が
学
部
長
に
就
任
し
て
か
ら
も
、

常
任
委
員
を
お
引
き
受
け
く
だ
さ
り
、
多
方
面
に
お
い
て
頗
る
有
益
な
ご
助
言
を
頂
戴
し
た
。

　

こ
こ
に
、
先
生
の
長
年
に
わ
た
る
法
学
部
へ
の
ご
貢
献
に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、
今
後
の
ご
健
勝
と
ご
活
躍
と
を
心

か
ら
祈
念
し
、
法
学
部
と
し
て
本
号
を
謹
ん
で
進
呈
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
　

二
〇
二
三
年
二
月

�

法
学
部
長　

堤
林
　

剣　
　


